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The names of three English thinkers stand out beforeall others in the seventeenth century-Bacon, Hobbes･

and Locke. Bacon died in 1626 ; Locke did not come forward with his `Essay'till 1690. Nearly the whole

inteⅣal is spanned by the activity of Hobbes. Approaching his fortieth year when Bacon died, he was then just

embarking on his philosophical career. He was still at work more than fifty years later, and his writings had

not all appeared until 1688, well after his death in 1679･ Nor did he cease to influence men's thoughts long after

Locke bad given them a new direction.

Tbe aim of this paper is to seek some understanding of the full range of Hobbes'manifold and prolonged

activity as a thinker in relation to the circumstances

-七世紀におけるイギリスの思想家の中で,他に傑出

した思想家としてベイ コソ(Bacon),ホップズ

(Hobbes),ロック(Locke)の三人の名を挙げることが

できようが,別けても最も際立っているのはホップズで

ある｡彼は四○歳に近い頃,その哲学者としての経歴を

開始したが,それから五○年経ってもなお,哲学者とし

ての活動を止めなかった｡彼の著作のすべてが刊行され

たのほ,実に死後の-六八八年のことであった｡その思

想的影響力は,遠く今日にまで及んでいる｡けれども,

当時において彼は,いわば新思想家であって,新しい革

袋に新しい酒を盛ろうとしたために,多くの旧思想家の

反撃と批判を招いてしまったのである｡

この小論は,ささやかではあるが,ホップズについて

の伝記とでも言うべきものである｡この中で私は,彼の

人となりを浮彫にしようとするだけでなく,備にこの希

代の論争家と旧思想家との対決の有様をも描き出すこと

によって,その思想形成と確立に伴う困難と苦渋の跡を

も辿ろうとした｡なぜならば,そこにこそ時代の思想的

風土というものが,顔を覗かせているように思われたか

らである｡

1.学問的世界-の接近

哲学者トーマス･ホップズは, -五八八年四月五日に

生まれた.実はこの年には,スペイン艦隊の脅威がイギ

リス本土に重くのしかかっていた｡そのために,ゲィル
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in which he lived and moved.

トシヤー(Wiltsbire)のマームズペソ(Malmesbury)

の近くのウェストポート(Westport)とチャールトン

(Charlton)における英国教会の教区牧師であったトー

マス･ホップズ(父と子は同名)の妻が,第二番目の息

子を月足らずで生んだのであった｡こうして,ずっと後

にホップズがその自伝の中で語っているように,彼と恐

怖心とは双生児として生まれてきたのであった｡彼の家

族は父,母,兄,彼,それに姉又は妹の計五人から成っ

ていた｡彼の天宮の星位は牡牛座であって,七つの惑星

のうち五つを含む衛星群がその中にあった｡衛星群を自

分の星位に持って生まれた人は,その一生において常人

よりも名を顕すというのが占星術の金言である｡彼は恐

を知らない知力の持主であり,その点完膚なきまでに男

性的であって, ｢天才の世紀｣に生を享けるのにふさわし

い人であった｡

ウェストポートにおける父トーマスの経歴は,彼が教

会の戸口である人(この人は次の牧師になったが)に拳

骨を見舞った時に終を告げた｡その後,その行為のため

に逃亡しなければならなくなってしまい,
′やがてロンド

ンの向うで死んだらしい.父トーマスは,あの-1)ザべ

ス女王治世下でよく見られた無学な｢サー･ジョン｣の

類であって,教会の祈頑や法話しか読めず,長男-ドマ

ンド(Edmtlnd)が語っているように,学問の甘味を知ら

ないが故に学問を軽視していた｡母の結婚前の姓はミド

ルトン(Middleton)であって,ブロークソバラ(Broken-

borough)におけるヨ-マンの家の出であった｡
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手袋製造人であった叔父のフランシス(Francis)は気

前がよく,トーマス少年の教育のために金を払ってくれ

た｡また,ロバート･ラティマ- (RobertLatimer)か

ら教を受けるという幸運も得た｡この人は優れたギリシ

ア語学者であって,宗教改革以後初めて彼の地にやって

きたギリシア語学者であった｡

立派な教育を受けたので,ホップズは14歳の時オック

スフォードのモードリソ学寮(Magdalen-hall)に進学

し,五年聞かかって文学士の称号を取得した｡もっとも

晩年の彼の言によると,彼は当時,大学で教えられてい

た論理学とスコラ学的自然学とを余り高くは評価しな

かったという｡そして,書店で地図に見入って時を過ご

したという｡

学寮の寮長であったジョン･ -ッシー(DrJohnHus-

see)は,ウィリアム･キャヴエンディシュ(William

Cavendish),即ち, --ドゥィック男爵(Baron Har-

dwick),後の初代デグォンシヤー伯爵(EarlofDevon-

sbire)にホップズを彼の息子の家庭教師として推薦し

た｡こうして,彼の一生を通じて保たれたデグォンシヤー

家との関係が始まった｡この関係がなかったならば,お

そらく後年の彼はなかったであろう｡デグォンシヤー家

には立派な図書室が備えられていたから,学問を自由に

研究することができたのである｡更にそれ以上の利点が

あった｡つまり,外国旅行,思索するための余暇,政治

家のみならず文人,科学者との絶えざる交際といった事

柄があって,それらは,彼が自らの真価を示す上でよい

切掛を作ってくれたのであった｡政治の分野に関しては,

彼ほ,王党派の開明的なジェントリー達がどのように考

えるものなのかということを内側から知ったし,新しい

科学の分野に関しては,彼が出入りを許されたキャヴエ

ンデイシュ家の分家を通じて知った｡そこにはニュー

カッスル伯ウィリアム(William, Earl ofNewcastle)

とその弟チャールズ･キャヴュソディシュ(Charles

Cavendish)がいて,前者は新しい科学の動きに生々とし

た関心を寄せていたし,後者はその動きを熟知していた

のである｡

ホップズは背が高く,繊細な感じを人に与えたが,明

かるく燃えている石炭のように輝くばかりの薄茶色の目

をしていたし,血色は悪いが立派な顔つきをしていた｡

家庭教師になった最初の頃,彼はその若主人(彼と同年

輩であった)の侍老として多くの不愉快な用事を言いつ

けられた｡彼は,弟子が自分で金を借りるのを恥じてい

るので,代って金を借りようとして歩き回り,その際,

雨に濡れるのも我慢した｡彼は何度も風邪をひいたが,

腹を立てなかったし,隙間風の入る控の間で待っている

間,シーザーや他の古代の著作家達の作品のポケット版

を読んで,古典についての知識を忘れないように努めた｡

彼は-六-○年(7ソリ四世(HenriIV)が暗殺された

年),その弟子と共に外国旅行に出かけ,フランスとイタ

リアを訪れてそれらの国々の言葉にかなり習熟したし,

モードリン学寮の論理学と哲学ほ,学問の進んだヨー

ロッパでほ取るに足りないものだということを発見し

た｡

イングランドに戻ってからは,彼は古典の研究を続け,

刻苦して読む者に感動を与えるラテン語と英語の文体を

確立した. -六二八年か-六二九年鄭こ至るまで長期に

わたって修業が続けられ,遂に彼は,ツキディデスの歴

史書の翻訳を出版した｡後年彼は,この頃にあれだけ多

くの物語や戯曲に読み耽ったことを無駄なことだったと

悔んだが,オープリ- (Aubrey)が指摘したように,そ

れが彼の語棄を著しく皇なものにしたのだから幸運で

あったと見るべきであろう｡

ツキディデスの著作の翻訳は,マキァヴェリの著作『リ

グィウス論』に匹敵する,一種の哲学的跨査の試だと見

なしてよかろう｡彼自身は四○年後に,それをイングラ

ンドの市民にアテナイ民主政治の愚さを納得させるため

に書いたと述べている｡また,ある著作の中で彼ほ,そ

れを貴族や政治的に重要な仕事に携っている人々への教

師として論述しようとしたと書いている｡｢歴史家の仕事

は,どこに名誉と不名誉が見出されるかを示すことにあ

る｡この二つのものは,現代においてはひどく取違えら

れてしまっている｡ツキディデスは,民主政とデマゴー

グの野心を憎悪した｡彼は実際,王政をよしとした｡ま

た,彼は,民衆の信奉する馬鹿げた宗教に賛成しなかっ

たという理由で,誤って無神論者だと見なされてしまっ

た｡更に,アテナイにおいては政治家を除いて,他に貧

しい者は一人もいなかった｡アテナイ人は皆,面白そう

な事件を聞いたり,伝えたりすることだけに時を費した｡

ここに,職業として成立していない政治屋というものの

本当の性格が見られるのである｡｣

ところで,フランシス･ベイコソが亡くなったのは-

六二六年であるが,その晩年の頃ホップズは彼の秘書と

して仕え,優れた能力を認められた｡オーブリ一による

と,大法官は彼と言葉を交えるのを大層好んだ｡彼は,

卿が自分の『随筆集』の数篇をラテン語に勧訳する手伝

をした｡また,ベイコソは大いに黙想に耽る方であり,

よくゴラムベリー(Gorhambury)の美しい散歩道で沈思

して,インクと紙を携えた侍老に考えたことを口述して

はその場で書き取らせた｡ベイコソ自身の言によると,

彼の考えを書き留めるのに他の誰にもましてホップズが

気に入っているというのである｡その理由は,ホップズ

は書いたことを理解しているが,他の者達はそれを理解

していないので,彼らが書いたものを判読するのに再三

大骨折をする点にある,ということだそうである｡
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初代デグォンシヤー伯爵は-六二六年に亡くなり,吹

いで-六二八年には第二代伯爵も財政状態を窮迫させた

ままで逝ってしまったので,彼は解雇されてしまった｡

そのために気分が幾分打ち沈んだが,彼は,サー･ジャー

ヴェズ･クリントン(SirGervaseClinton)の子息の大

陸旅行に随伴する仕事を引き受け, /1リ,オルレアン,

それにおそらくヴェニス-行った｡注目すべきことは,

彼がこの頃初めて幾何学を知ったことである｡オープ

リ一によると,ある紳士の図書室にいた時,そこにユー

クリッドの『幾何学原本』が開けてあった.それは第一

巻,四七番の命題であった｡彼はその命題を読んだ｡ ｢い

辛,こんなはずはない｣と言った｡そこでその証明を読

むと,それが別の命題を参照していた｡それを読むと,

また別の命題を参照していてそれも読む｡このように

次々と進んでいった挙句,最初の命題の正しさを証明に

ょって納得させられた.これが契換となって彼は幾何学

を愛するようになった｡ ｢ホップズ氏はベッドにいて,

シーツや自分の腿に線を引いたり,掛算,割算をしたも

のだと自ら語るのを聞いたことがある｣と,オープ1)-

は書き留めている｡

-六三○年-一月,再びデグォンシヤー家に仕えるた

めに彼は戻ってきた｡そして七年間,次の伯爵になる人

にラテン語,修辞学,その他の科目を熱心に教えた｡同

時に彼自身の研究もどんどん進めていったo

新しい弟子を伴って彼は,第三回目の大陸旅行に出か

けた｡その時彼は,運動の問題,即ち,運動と新しい自

然学との関係,特に我々の感覚との関係という問題に取

りつかれてしまった｡船に乗っていても,馬に揺られて

いても,道を歩いていても,彼はこの問題を熟考した｡

そして,
′iリ滞在中にこれ以上は望めないほどの助力を

得て,哲学体系を構築し始めた｡というのは,彼はフラ

ンシスコ派の修道士メルセソヌ(Mersellne)の友人と

なったが,メルセソヌの居室は正にあらゆる学問の渦と

いった趣があって,そこは最新の思想で溢れていたから

である｡この頃彼は,自分の思索の結果をメルセンヌに

過-,二度知らせていたらしい｡更に彼は, -六三六年

頃に偉大な科学者ガリレオ(Galileo)を訪問した｡そし

て,
-六三七年イングランドに戻ってきた時には,彼は,

自らの哲学体系を物体,人間,市民の三つに大きく区分

して正しく配列するという作業の準備が整ったと確信し

ていた｡

もしも,ホップズの論文『小論文』 (SbortTract)が

早くも-六三○年には善かれていたとするならば,彼が

既にこの年に,後年の体系の多くを前もって論じていた

ということは明らかであろう｡もっとも,後になって放

棄することになるのでほあるが,当時まだ彼は,あるス

コラ学的諸見解を保持していた｡科学に対する彼の関心,
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抱負,評価ほ明白である｡ -六三三年,彼はニューカッ

スル侯のためにガリレオの『天文対話』の写を買おうと

したが,金が足りなくて手に入れることができなかった｡

彼自身も述べている｡｢私が学問研究から得る極度の喜び

は,他のすべての欲求を圧倒してしまう｡｣

2.パリにおける学問の進展

ホップズの最初の哲学的著作ほ『法学要綱』 (Elements

of Law)であって,それは既に-六四○年に原稿のまま

で回覧されていたが,物体についてはほとんど言及され

ていない｡その代り,人間とその市民たる資格について

論じられている｡ある意味で,この作品はその時代のた

めに善かれた小冊子である｡もっとも,そこで主張され

ている｢絶対主義｣ (absolutism)紘,心理学,倫理学,

政治学の永続的な原理に基礎づけられていると明言され

ているのではあるが｡実際,この作品はチャツツワ-ス

(Cbatsworth)ないしはウェルペック(Welbeck)にお

ける討論の中から誕生したと推定してよいであろう｡こ

こに集ったフォークランド(Falkland)やその他の教養

のある貴族連は,ピューリタンやアルミニウス派の人々

とは交際しなかったし,また,諸都市の増大する富に不

信の念を抱いていた｡教養があり,好んで理性的にもの

を考えようとする傾向があるにもかかわらず,伝統と身

分の故に彼らは,全面的には是認することのできない党

派とも手を結ばうとしたり,或いは理解することのでき

ない党派には敵対したりするということを余儀なくされ

たo彼らの知的な気風の印は,ニューカッスル侯の性格

についてクラレソドン(Clarendon)が行った説明の中に

見出すことができよう｡｢侯は,自分自身の偉大さの基礎

をなすものとして君主政を愛したし,王冠の栄光と安全

のために設立されたものとして教会を愛した｡そして,

その両者に必要な秩序と服従を育み,維持するものとし

て宗教を愛した｡侯ほ,公共の平和を妨げるようなもの

は皆,ひどく嫌った｡｣

この時代においては,政治理論の重要な眼目は,人が

異を持っている場合にのみそこに到達することのでき

る,雲間に誓える高い峰のようなものになることにある

というよりも,実効的な力をもった,槍の穂先のような

ものになることにあると考えられていた｡たとえば, -

ソ.) -･パーカー(HenryParker)の『観察』
(Observa-

tions)は, -六四二年に出版されたもののうちでは最も

有力な政治的/くソフレットであった.自著出版後,ホッ

プズは,長期議会が自分をどのように過するかに不安を

感じ,その結果,フランスに渡った｡彼は亡命者第一号

となったのであった｡そして結局,彼の地に-一年間留

まることになった｡亡命によって,彼は数千ポンドとい
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う大金の損害を被った｡この行動は通例,彼のはなはだ

しい臆病の表れと見なされているが,おそらくその通り

であろう｡

しかしながら,ホップズが既に五○歳の年齢に達して

いたこと,包括的な哲学体系の形成に磨をかけようと決

意していたこと,メルセンヌやその他の学問のある友人

達から歓迎されると確信していたこと,更に,優れた会

話をしないでいると人間の知力には徴が生えてしまうと

確信していたことが想起されるべきであろう｡もしも,

血を流されるということでほなく,ロンドン塔に幽閉さ

れて頭に徴が生えてしまうということが彼の恐れねばな

らなかったことだとするならば(というのほ-六四○年

には戦争ほ始まってはいなかったし,始まっていたとし

ても,年の行った学者が従軍させられるということほあ

りえなかったであろうから),彼が,狂暴な新しい議会の

下におけるイングランドよりもパリの方を好ましい場所

だと断定してもなんの不思議もないであろう｡三年前の

パリにおいてこそ彼の哲学ほ進展をみたのだし,諸科学

の偉大なパトロンであるリシュ.)ユー(Richelieu)も依

然として健在だったのである｡それに,ホップズのパト

ロン(今や彼の弟子というよりは主人であった)が,自

らの身分故に恐れ戦いていたという事情も考慮しなけれ

ばならないであろうo

パリでは彼は,メルセンヌの支援を得て哲学の指導者

として迎えられたし,特にデカルト(Descartes)に対し

ては己の自主性をしきりに主張しようとした｡差当り政

治理論と形而上理論の形成を平行させて進めていたが,

-六四二年,世界的に有名になった著作『市民論』 (De

Cive)が小さな版で公にされた｡この政治論文が完成し

たので,彼は自然哲学の研究に立戻っていった｡彼の言

によると,彼は,この買の四年間を『物体論』 (DeCorpor-

e)と呼ばれることになる著作の推蔽に費したという｡彼

の友人ソルビエール(Sorbiere)は, -六四六年,彼宛に

『全哲学要綱』 (Elements of all Pbilosopby)の出版を

熱烈に期待している旨の手紙を書いている｡彼自身も-

六四七年の手紙の中で,病気に躍らなかったならば,自

らの哲学の第一部,即ち,物体についての議論を完成さ

せていたであろうと述べている｡
-六四四年-二月,

チャールズ･キャヴエンデイシュは,数学者のベル(Pell)

宛に書いている｡ ｢ホップズ氏は,現在自分の哲学を整理

している最中であるとの手紙をくれて,私に希望を抱か

せてくれたが,しかし私は,彼が完成するまでにはまだ

時間がかかるのではないかと案じているo｣また,
-六四

五年にもこう書いているo ｢彼の仕事は,日々少しづっ進

展してほいるが,とにかく彼にはやるべきことが山Qまど

あるのだ｡｣けれども,彼は自然学と形而上学とを『市民

論』のように,議論の余地のないケまど完壁に仕上げよう

と決意していたので,毎日彼の心を占めていたものは,

もっと磨をかけたいという意志であったに違いない｡

多忙ではあったが,この期間にほ楽しいことが沢山

あった｡彼は,デカルトから知的な面で離れようと本気

で考えていたわけではない｡というのほ,彼は自分の方

がデカルトよりも優れていると考えていたし,ソルビ

エールを姶とする,彼に姻び,へつらう追従者達によっ

て新に自信をつけさせられていたからである｡ソルビ

エールはホップズに対して,デカルトでほなく,あなた

とガッサンディ(Gassendi)とが時代の大天才ですと

言ったのである｡オーブリ-も,ホップズとガッサンディ

とは互いに大層相手に好意を抱いていたと言っている｡

ガッサンディは-六四六年,ソルビエール宛の手紙の中

で,政治理論においてはホップズよりも深遠な人は他に

いないし,一般哲学においてほその透徹さと公正さで,

彼に並ぶ老は他にいないと述べている｡メルセソヌほ,

ホップズが感謝の意を表明したはど彼に親切だったし,

また,彼は,亡命イギリス人の一団と交際することで元

気を回復させることができた｡その中にある若い男がい

た｡彼は,後に有名なサー･ウィリアム･ペティ(Sir

WilliamPetty)となった人物であって,彼は,ヴェサリ

ウス(Vesalius)の『解剖学』 (Anatomy)をホップズと

一緒に読んだし,ホップズの光学論文のために図を作製

してくれた｡

しかしながら,イングランドの上に垂れ寵めていた厚

い雲がその影をパリの上に投げかけ,絶望的な亡命者の

小さな流が間断のない奔流となった｡デグォンシヤー伯

爵は闘士ではなかったが,弟のチャールズほ,イギリス

人貴族としては最初に行動に出た人であった｡チャール

ズ王の凡庸な将軍であったニューカッスル侯は,マース

トン･ムーア(Marston Moor)における敗北の後,蘇

を伴って-ソブルク経由でパリに逃げてきた｡彼は,戟

争の記憶を科学と神学をめく小る討論の中で忘れようとし

た｡ホップズが,アルミニウス派に属するジョン･プラ

ムホール(John Bramball)監督と自由意志について討

論したのは侯の家においてであった｡けれども,亡命者

の苦悩が,こうした知的な慰によって容易に癒されるも

のでほなかったし,ホップズ自身も経済的貧窮に襲われ

ていたようである｡

同じ年,プリンス･オブ･ウェールズ(PrinceofWales)

(皇太子)がサン･ジェルマン(St.Germain)にいた彼

の母親の所に逃亡してきたが,その結果,彼の運はよい

方向に変った｡というのは,彼がプリンスの数学教師に

任命されたからである｡それは部分的には,かつてプリ

ンスの後見人であったニューカッスル侯の影響力による

ものと推定することができよう｡もっとも,当時彼は,

数学に関して大変令名が高かったのであるが｡
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とはいうものの,彼の立場は余り心地よいものでほな

かった｡この反教皇的な『市民論』の著者は,反アルミ

ニウス派でほないかと疑の目で眺められたし,大いに期

待されていたスコットランド人達は,宮廷が公然たる無

神論者を受け入れたのにショックを受けたのである｡彼

は,数学だけを教えるのであって,政治学は教えないと

約束しなければならなかったし, -六四七年にソルビ

エールが無思慮にもホップズをプリンス･オブ･ウェー

ルズの教師であると喋し立てた時も,ソルビエールに手

紙を送って抗議した｡彼ほ,自分を定員外の雇れ人にす

ぎないと言っている.彼は王家の正式な一員ではなかっ

たのだ｡チャールズ皇太子は,彼の政治論にまつわる不

評判を気にするようなことはなかった｡もしも,彼が本

当に亡命宮廷に所属していたとするならば,イングラン

ドに帰国する望みを抱くことは不可能であったであろ

う｡

こうした状況の中にいたにもかかわらず,彼は,政治

理論に関する主著であり,世界の名著の一つに数えられ

る『リヴァイアサン』 (Leviathan)の執筆に取りかかっ

た｡この書物を書いた時の彼の執筆方法は,次のような

ものであった｡沢山散歩をして思索する｡その時,杖の

頭にべソとインク憂を仕込んでおき,ポケットにはいつ

もノートブックを携えて,ある考えが閃くとその葛で

ノートに記す｡さもないと忘れてしまうからである｡予

め書物の章節の構成は立ててあるから,その考察がどこ

に当てはまるかはすぐ分る｡このようにして,かの書物

ほ出来上ったのである｡ 『リグァイ7サン』カミ出版される

と,それほ論評を惹き起こした｡王政復古後,彼の論敵

ウォリス(Wallis)は, 『リヴァイアサン』はクロムウェ

ル(Cromwell),或いは誰であろうとも,どんな手段を

講じてでも最高位に登ろうとする人を擁護するために書

かれたものだと言っている｡ウォリスほ,前もってクラ

レソドンから入知恵をされていたのであろう｡というの

紘,クラレソドンは, 『リヴァイアサン』はクロムウェル

へのずる賢い御機嫌取りのための書物であると述べ,更

にこの書物の何枚かの原稿が印刷されている時に, ′く1)

でホップズに抗議すると,彼は冗談とも本気ともつかぬ

談論の後,クラレソドンに実は自分は帰国したいのだと

語ったという次第をウォリスに伝えているからである｡

けれども,ホップズは極めて正当にも,クロムウェルは

-六五一年にはまだ護国卿の地位に就いてはいなかった

と指摘している｡ともあれ,彼が帰国したかったという

のは明らかであると思われる｡

実際-六五六年,彼は, 『リヴァイアサン』は千人のジェ

ントルマンの心を意識的に新しい体制に服従させようと

する目的で構想されたものであると述べたが,この言葉

は明らかに亡命宮廷を喜ばせるようなものでほなかっ
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た｡更に王政復古後,ウォリス-の返答の中で,彼ほ,

見出すことのできた唯一の保護に身を委ねた,王党派に

属するある人々の行動を擁護している｡

しかしながら, 『リヴァイアサン』ほ,彼の本国-の帰

還を促進するという目的のために善かれたと結論づける

ことほできないo というのは,既に町市民論』の中で彼

紘,征服された後は臣民は新しい政府を支持するよう義

務づけられると主張していたし,それに,国家における

至高の権力は明らかに君主にあるとほ決して考えていな

かったからである｡クラレソドンをあれほど苦々しい思

にさせたのほ,ホップズの高説における新しい論点に

あったのではなく,王党派の大義が失われてしまったと

する仮定にあった｡彼が『リヴァイアサン』を書いたの

は,己の思想が熟したからであった｡けれども,彼が王

党派の人々に政治上の忠告を実際に行ったようには見え

ない｡また,この書物の中には,彼のいつもの超エラス

タス主義(Ultra-Erastianism)とは両立しない重要なこ

とが述べられているoつまり,ひとたび教会統治の解体

が始まると,第一に法王の権力が,第二に司教の権力が,

第三に長老の権力が解体して,原始キリスト教徒の自立

性に引き戻されてしまうが,おそらくそれが最善かもし

れないというのである｡

彼自身によると,イソグランド-舞戻らせたのは亡命

宮廷の冷淡さによるのではなくて,フラソス人聖職者の

邪推によるという. 『リヴァイアサン如こ見られる教皇政

治への侮辱は, I-マ教会をしてしばらくの問,教皇権

制限主義者たるガリカニズム(Gallicanism)の存在を忘

れさせたし,フロンド党(Fronde)の存在は,フランス

政府をして成功した反乱に好意を示していると思われた

ホップズに用心するようになった,ということを我々は

考慮しなければならない｡

こうして荒天の中,海賊や略奪者に襲われる危険を冒

して,彼はイングランドに帰ってきた｡そして,再びイ

ソグランドを離れることはなかったのであるc王党派の

人々は,彼がpソドンで大歓迎を受けたという噂を聞い

た｡クロムウェルが彼に書記の職を提供したという後の

時については,なんら証拠がない.後になって,多くの

人々が彼について様々に語ったが,彼が帰国した当時は,

ホップズ的政治原理が乱れた国土に平和をもたらすであ

ろうという期待があったのである｡けれども, 『リヴァイ

アサン』の最後の方の箇所で述べられているように,彼

は中断されていた自然の物体についての研究に戻ろうと

希望していたのであって,最初はロンドンで,後には(-

六五三年)デルヴィシヤー(Derbyshire)における彼の

パトロンの館で思索を開始した｡
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3.学問のための闘争

彼には思索するための時間的余裕はあったが,ただ静

穏裡に日を送ったとは言えない｡ 『リヴァイアサン』から

送り出た水は嵐を呼んで,それは彼の生涯を通じて治ま

ることはなかった｡

-六五四年,ホップズの徒ジョン･デイヴィズ(John

Davys)なる老が, /i 1)における自由意志に関する討論の

際に,プラムホールに反論したホップズの論文(それほ

公表を意図され七はいなかった)の原稿の写を手に入れ

て,無遠慮にもひどく挑発的な序文をつけて出版してし

まった｡その序文の中で聖職者連は無知な鋳掛屋に誓え

られていて,彼らほ良山の中に見出した穴を修繕しよう

としてかえって,益々穴の数を増加させているとからか

われている｡この書物は,彼の他の書物がそうであった

ように広く読まれた.意地の悪い言葉やその出版事情の

故に,プラムホールは長ったらしい反駁書を記し,ホッ

プズの議論の一つ一つを否定した.ホップズの方も相当

量の返答書を認めたが,そこにはプラムホール監督の返

答が印刷されていて,その一つ一つに対して長くて愉快

な批評が加えられていた｡彼も堪忍袋の緒が切れたので

あった.ウォード(Ward)を始とする彼への復讐者達は,

自分の主人を喜ばせるために小犬のように吠え続けた

が･そのうちの一人がプラムホールだったのだ｡そこで

彼は,遂に彼らを懲らしめるた捌こ,この監督を槍玉に

あげる必要があると判断したのであった｡しかし,小犬

逮(勿論彼らは血統書つきの監督制度擁護論者(Epis-

copalians)であったが)は,彼が墓に葬られるまで,い

辛,更に葬られてからも吠え続けるのであったoある者

達は巨大な犬となって吠えた｡つまり,
-六五五年『物

体論』が出版された時,口汚なく罵るような輩が噛みつ

いてきたのである｡

彼は,最初からひどく苦しめられた.一六五六年一月,

彼はソルビエール宛に,イングランドの全教全人が自分

に敵対的な態度を取っていると書いている｡その翌年,

彼は,真理の王国はこの世には存在しないと書いている

し,更に六年後には,幾分元気に,後世ほ自分の味方に

なるであろうと書いている｡

王政復古が実現されると,ホップズの危快の念は急速

に解消した.オープリ-は次のように報告しているo｢陛

下のめでたき還御から二,三日たった頃,当時ホップズ

氏が身を寄せていた貴族の住んでいたリトル.ソールズ

ベリー館(Little Salisbury House)の門前に氏が立って

いた時,たまたま陛下がストランド衝をお通りになった｡

陛下は彼に目を止めて優しく帽子をとり,近況をお尋ね

になった.｣それ以後,チャールズは彼のごく親しい友人

となった｡そして,彼の才知を喜び,百ポンドの年金を

与えた｡この年金は不定期に,しかも常に満額とは限ら

なかったが,ともかく支払われた｡また,国王は,彼の

長期議会の歴史を扱った挑発的な書『ビヒモス』 (Be-

bemotb)の公表を禁止した時,この老哲学者の主張を研

究した｡

ここで,ソルビエールの証言を紹介するのが適当であ

ろう｡ある口さがない科学者グループに属する一員が,

-六五三年にイングランドを訪れ,その時の体験を小冊

子の中で語っている｡彼は,彼とホップズとの関係を知っ

ているチャールズニ世に謁見したが,その時の会見の模

様を次のように記録している. ｢陛下は,クー/く-(Coo-

per)の手によって描かれたホップズの肖像画を見せて下

さったが,それは他の科学上の珍奇な品々と一緒に壁に

掛けてあった｡陛下は,私が彼の人となりを知っている

かどうか,また,彼のことをどう思っているかをお尋ね

になった｡私はその場にふさわしい答をしておいた｡そ

して我々は,もしも彼があれはど教条的でなかったなら

ば,王立科学協会(Royal Society)にとって不可欠の人

となっていたであろうという点で意見が一致した｡とい

うのは,彼はど入念にものごとを精査する人は,他にQま

とんどいないからである｡彼は,イングランドの聖職者

の間に恐慌を惹き起こしたが,それをどのようにして

行ったかについては,オックスフォードの数学者やその

追随者に対してどのようにして行ったかについてと同様

に,私は何も知らないo陛下は,極めて適切にも,彼を

犬の訓練のために犬から苛められる相手役としての熊に

誓えられた｡｣

一つの事例を除いて,彼が干渉されたり,脅やかされ

たりするということはなかった｡その例外事とは-六六

六年の庶民院の決議であって,庶民院ほ,将来大火ない

しは大疫病が発生するのを未然に防ぐために,彼とトー

マス.ホワイト(ThomasWhite)がそれぞれ書いた,

漬神的で無神論的な著作の審査を命じたのである｡けれ

ども,そこからは何も起こらなかった｡彼は,どう見て

も自分ほ異端者であるはずはないということを証明する

ために短い論文を書いている｡

更に,彼は比較的,支持者に恵まれていた｡国王の寵

愛は,彼の/1トt,ソ連の好意と結びついて,彼に対する

あらゆる監督権を掌握していた論争家の鋭いペン先から

彼を守ってくれる格好の避難所となった｡キャヴエン

デイシュ伯爵は,彼を愛し,尊敬していた｡ケネット監

督(Bishop Rennet)は,伯爵が全生涯を通じて,彼を

友人としてよりもむしろ,自分の昔の家庭教師として家

族の中でもてなしていたと言っている｡伯爵は,彼を館

の中で気ままに生活させたし,また,何か公の事柄とか

或いは家庭内の事柄とかに彼を使わないで,彼のしたい
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ように生活させた｡伯爵は,しばしば,彼の政治と宗教

に関する原理のいくつかに対して大いなる嫌悪を表明し

たものだったが,公然と彼の名を挙げて批評するのは避

けた｡彼にはユーモアがあるし,しかも彼をやっつける

ことができる人物はどこにもいないと言ったものだっ

た｡

ところで, 『リヴァイアサン』の増刷が,出版認可者(た

いていは監督たる司祭か,或いは王立科学協会のメン

バーか,或いはオックスフォード大学のメンバーが就任

することになっていた)によって禁止されるという事態

が起った｡ -六六八年,この書物の値段は,三○シリン

グに上っていた｡
-六七○年,書籍出版業組合長は護衛

を伴ってやってきて,その時印刷中であった『リヴァイ

アサン』の原稿を没収してしまった｡ホップズは,細部

を多少変更したラテン語訳を書いたが,それをアムステ

ルダムで出版しなければならなかった｡このラテン語版

の終に近い箇所では,クロムウェルの独裁政治に対する

民主主義者の屈伏から学ぶべき教訓についていくらか述

べられているし,元の英語版における｢総括と結論｣の

代に,神学に関する付録がつけられている｡ティロット

ソソ(Tillotson)という人は,友人宛の手紙の中で, ｢い

くつかの箇所にはごまかしてやろうという意図が見える

し,大部分の箇所はまことに馬鹿げている｣とこのラテ

ン語版を酷評している｡

このような苛には, ｢熊｣は堪えることができた｡けれ

ども,
-六六九年に次のような話を聞いた時にほ,もっ

と不愉快な気分になった｡評判の悪いダニエル･スカー

ジル(Daniel Scargil)という男が,大学の特別研究員の

職から解任されるや,自分の誤った方法はホップズ的原

理に従ったことによるものであり,この老いたる哲学者

は常日頃,自分の正義と寛容を自慢していたと,ケンブ

リッジ大学当局者を思想教導した｡その結果,彼はクラ

レソドンによって許されたc また,ホップズの悪口を言

う他のほとんどすべての人々が,生涯を醜聞なしに送っ

た廉潔な人間として認められた｡

更にもっと腹立たしかったのは,科学者と新しく設立

された王立科学協会の態度であった｡同時代のある歴史

家によると,協会は種々雑多な人々の集まりであって,

デグォンシヤー,オープリ-,ピービス(Pepys), -ヴェ

リン(Evelyn)といった人々さえも特別会貞であった｡

それ故,会員から除外されているのは自分に対する侮辱

であると,彼の目に映った｡彼は,何人かの有能な判定

着からほ,イングランドにおいて現存せる最大の思想家

だと見なされていた｡中でもべティは協会の傑出した会

員であったが,彼は,ホップズを古典時代のヨーロッパ

以後における真に偉大な八人の人物の一人に格付けして

いた｡ホップズは,依然として長期にわたって名誉ある
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地位を占めてきたパリにおける科学者のサークルと活発

に文通を交わしていたし,王家からは愛顧を賜っていた｡

彼は,多くの覚え書や証拠を遜って差し出したが,特別

会員になることはできなかった｡

誰もがその理由を知っていた｡協会は国王チャールズ

によって王立とされたが,実はそれは既に護民官政治の

時代に,オックスフォードにおけるウィルキンズ(Wiト

kins)博士の部屋で発足していたし,それに,ウォリスと

ウォードがホップズに敵対していたのである.彼らの論

究方法は,自由であると同時に正しく篤信的でもあった

から,彼らはホップズのような人物を仲間として招待す

る気は全然なかったし,レン(Wren)閣下と宗教心篤い

ロバート･ボイル(RobertBoyle),その他の人々も同じ

考えをもっていた｡彼らは,自分達は研究所を設立しよ

うとしているのであって,大学を設立しようとしている

のではないと主張した｡それ故彼らは,実際には彼の数

学論文を論ずるということを行ってもよいはずだったの

にもかかわらず,それをしないで,一般原則として彼の

考えほ実験に裏打されていないとして入会に反対したの

である｡国王自身は,かつて,協会が置かれていたグレ

シャム･カレッジ(Gresbam College)は空気の目方を

量ったり,何もしないで時間を空費しているだけだとし

てひどく噸笑したことがあったが,今回は,その時のよ

うに彼らを笑い物にすることによってその態度を改めさ

せるということはできなかbた.

ホップズは,協会に対してそのやり方を変更するよう

に忠告した｡彼は次のように言っている｡海外から新し

い機械とか他の-イカラな品をもたらす人々が皆,哲学

者であるというわけにはいかない｡なぜならば,もしも

そのように評価するならば,薬剤師や庭師のみならず他

の多くの種類の職人も哲学者の称号を受ける候補者にな

ることができるし,また,実際に称号を得ることになる

からである｡そこで,私がグレシャム･カレッジの紳士

諸君が運動に関する学説を研究する場に立合って(彼は

既にその研究を行っていて,自然は運動によってのみ事

を行うことを知っていたから,もしも彼らが望むならば,

かつ,彼を丁重に過する限り,援助する用意があった),

彼らが,自ら取った記録から自然の出来事の原田を知る

ように世話をしてあげたい,と｡更に,真空と空気の性

質に関して,彼はボイルと激しい論戦に入った｡

要するに,多くの友人がいたにもかかわらず,彼は孤

独な闘士であって,敵から強情で,気難しい人だと思わ

れていた｡ところが本人は,大陸における己の声望は難

攻不落であると考えていたから,それが励になっていた

のである｡彼の名声は,海を越えた大陸においては消え

ていなかった｡彼を描いた肖像画はフランスで大変な評

判になり,それを見ようとして,美術品収集家達がソル
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ピエールの家に押しかけてきたということである｡実際

彼ほ,イングランドの哲学者のうちで最も立派な顔をし

ていた｡もっとも,彼ほ,自分の叡智の評判が髭の刈り

方から生まれるのをいさぎよしとせず,唇の下に少し残

した以外は,他はすっかり剃っていた｡外国からの紳士

達もロンドンにやってきた時には,彼を訪問するのを主

要な仕事の一つにしていた｡そのうちの一人,トスカナ

大公コジモ･ド･メディチ(CosmodeMedici)ほ,彼

の肖像画を携えて帰国し,私室に所蔵していた｡

ここで,王政復古初期の頃におけるホップズについて

の記事を引用することにしよう｡一つほ,ボイルの友人

フック(Hooke)のものであり,もう一つは,数学者ベ

ル(Pell)のものである｡

-六六三年,フックはボイル宛に書いている｡ ｢私が

リープ(Reeve)氏の所でホップズに会った時の模様を,

もっと早くあなたにお話すればよかったと思います｡彼

は眼鏡を選ぶのを手助けするために,私の主人デグォン

シヤー伯爵と一緒にやってきました｡その老人が私に何

も言わないで,ただじろじろと私を眺めてあらゆる方面

から探っているのを見て,正直言って最初,少し驚きま

した｡けれども,私の主人がこの老人をホップズ氏と呼

ぶのを聞いた時,私は驚きを振払いました｡というのは,

私が誰であるか,彼は事前に知らされていたに違いない

と思ったからです｡私はその場にちょっといただけです

が,すぐに,なるほど以前聞いていた彼の性格について

の話は当っているなと思いました｡彼は,非常に断定的

な調子で語りますし,他の人々の意見と判断を過小評価

するのです｡また,自らの主張をどこまでも擁護します

し,自分の能力と功績とをとても自慢するのです｡｣

ペルの報告は,ずっと落着いた調子で語られている｡

｢今朝,ストランド衝でホップズ郎こ会いましたが,彼

は私をソールズベリー-ウス-連れて行って私室に招じ

入れ,そこで,立方体の倍横問題(与えられた立方体の

二倍の体積を有する立方体を作る問題)の解答を発見し

たと言って,その作図を見せてくれました｡次いで,彼

ほ,ヴィスカウント･ブラウソカー(ViscountBrounck-

er)が反論を書いてきたと言いました｡更に彼は,自分は

証明と図解を書き上げているので,それを明日印刷屋に

送るつもりであるし,また,海の向うの数学者に批評を

依頼するために,次の磯会に印刷の写を送るつもりであ

ると言いました｡私は,今,忙しいし,それに暇を見つ

けて自室で徹底的に考察する前に,あなたに何か質問を

発するなどということほ到底できない相談だと答えまし

た｡すると彼は,私に二枚の原稿を渡して,好きなだけ

時間をかけてもよろしいと言いました｡そこで私は,ち

しもあなたの仕事が真実だと分ったら,安んじてそのこ

とを世界に知らせますが,誤っていることが分ったら,

そのことをあなたに知らせても不平は言わないでしょう

ね｡私としては,あなたが,ただ個人的に私の意見を求

められたにすぎないものと理解しておりますと告げまし

た｡それに対して,彼ほ次のように懇願しました｡あな

たに不平を言うつもりはないし,感謝するよ｡だが,ど

うかお願いだ｡私の証明に反駁を加えるような真似はし

ないでくれ.証明に誤があったら,その箇所を教えてく

れたまえ,と｡｣

4.衰えぬ学問への情熱

自らの政治学,神学,更にほ数学と自然学を擁護し続

けてきたホップズは,齢九○を数えるに到った｡しびれ

た指は,依然として鋭敏に活動する強靭な精神の命令に

従って不器用に動き続けた｡彼の晩年の著作の一つに『ビ

ヒモス』がある｡これは長期議会の歴史に関する書物で

あり,そこでは教訓に満ちた話が語られていて,彼に不

滅の名声をもたらすことになった｡この不摸不屈の老紳

士は,若い頃に長い間自ら禁じていた衝動が送り出て,

八○歳の翁としては驚くべきことに, 『イリアッド』

(Iliad)と『オディセイ』 (Odyssey)の完壁な韻律の英

訳を行ったoその序文には,英雄詩の価値についてのエッ

セイがっけられているが,それほ次のような愉快な言葉

で終っている｡ ｢なぜ私ほ書いたのか｡他に何もすること

がなかったからだ｡なぜ出版したのか｡これらの著作が,

私のもっと重要な著作を論ずるに際して露呈させている

私の敵共の愚さから彼らを救って,彼らが自らの叡智を

示すことができるように,私の訳詩を攻撃させようと仕

向けたかったからである｡だが,なぜ注釈をつけなかっ

たのか｡既にオジルビー(Ogilby)氏によってなされて

いるはどには,上手にできないと思ったからだ｡｣彼の敵

ち,彼の詩心に賛辞を送っているo

九○歳になっても,彼は対話篇『Decameron Pbysio-

logicum』を著わしている｡その結びの言葉は次の通りで

ある｡｢神よ,我々人間が互いに相手に行っていることを

お許し下さいますように｡けれども,円周弧に等しい直

線についての証明を,どうかお忘れなく受入れて下さい

ますように｡｣

八四歳の時,彼はラテン語の対句を用いて生々とした

自伝を世に送った｡ところが,事前に出版業者ウッド

(Wood)に散文からなる自伝を与えていたために,この

ことが後に苦しみの種を播くことになってしまった｡ク

ライスト･チャーチの首席司祭(Dean ofCbristCburch)

であったジョン･フェル(JobnFell)博士は,ウッドの

事業に多大の財政援助をしていたし,また,現存著作家

達のラテン語の用法がアカデミックな装を凝らしている

かどうかを監督していた｡そのために,権力を慈にする
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ことができたから,彼はホップズのある作品中のいくつ

かの章句を削除したし,文章に変更を加えたりした｡彼

ほホップズの『市民論』は,騒擾を惹き起こそうと企ま

れた書物だと灰めかしているo ウッドによると,ホップ

ズは気を悪くし,国王に苦情を申し立て,その結果,こ

の問題についての書簡を印刷することを許された｡しか

し,この書簡に対してほ,フェル博士は口汚なく返答し

てきただけであった｡

彼の健康は,中年の頃からよい方に向ったが,彼ほ種々

の病気を抱え込んでいて,そのうちのいくつかほ重かっ

たo -六四六年,彼は死の淵にあったが,メルセソヌが

ローマ教会の行うことのできる役目とほ何かという微妙

な問題をもちかけた時にほ,会話に注意を集中した｡そ

の後間もなく,彼は英国教会の秘蹟を受けた｡ -六五一

午,パリのある有名な医者は,彼が放血されるのを嫌がっ

ているのを見て,彼は自殺しようとしているのではない

かと考えたほどである｡けれども既に見たように,当時

彼が陥っていた憂欝には,他にいくつかの理由があった

のである.オーブ1)一によると,彼は-六六八年頃,重

い病気に躍って死にそうであったというo

軽い病気が積もり始めた｡ -六五○年以後,彼の両手

は麻痔して震がきたために,手で字が書けなくなってし

まった｡彼はソルビエールに,六○歳このかた脇腹は痛

むし,歩調はしっかりしなくなってしまったと愚痴を

言っている｡もっともオーブリ一によると,彼は背を真

直ぐにして歩いていたという｡むしろその高年齢にして

は,とても背を真直ぐにして歩いていたという｡彼ほ,

自らの哲学的原理に基づいて工夫した治療方法によって

長寿を得ようと努めた｡彼の理論によると,老人という

ものほ,自分の体内における水分のために滞れて死ぬの

だというのである｡彼が行った主な治療方法は,多量に

汗を流すということであった｡そこで彼は,日課として

戟,散歩をし(朝,散歩をして,その途中で思いついた

考を午後文章にするというのが彼の習慣だった),その

後,体を擦って貰った｡七五歳頃,頻繁ではなかったが,

彼はテニスをし,その後,体をよく擦って貰った｡また,

彼ほとても暖かい衣服を着ていた｡

肺に空気を送ることも,彼の養生法の一つであった｡

誰にも聞かれないように戸をしっかり閉じてから,健康

のために大きな声で歌った｡六○歳以後は,食事が度を

越さないように注意した｡ワインは全然飲まなかったし,

肉よりも魚を好んで食べた｡実を言えば食事に関しては,

彼ほ生涯を通じて度を越えるということはなかった｡毎

日,ワインを飲めるだけ飲むというようなことはなかっ

たし,彼自らの計算によっても,度を過ごしたのほ一生

のうちで百回ほどにすぎないo このようにして,調子の

よい胃が頭脳の不調を軽減させるようにもっていったの

である｡ケネット監督によると,彼は一日に十回か十二

回タバコを吸ったということであるが,オープリ一によ

ると,一日に一回吸っただけであるという｡女性に関し

ては,彼ほいわゆる女嫌でほなかったが,若い頃でさえ

節度を心得て女性と付き合った｡もっとも,ケネット監

督の証言によると,彼には私生児の娘が一人いたという

ことである｡

彼の生涯は,勉強,沈思黙考,著作活動で忙しかった

が,読書の方はそれほどでもなかった｡クラレソドンは,

他の人々と同じように,彼が余りにも僅かの著作家から

しか意見を聞かなかったことと,余りにも僅かの書物し

か利用しなかったことに遺憾の意を表している｡前者は,

彼がもっと頻繁に自分に匹敵する知力の持主達と議論す

べきであったという非難であるが,それは当を得ている

とは言えない｡後者は,おそらく,もしも他の人々と同

じ量だけ読書したならば,自分はそれらの人々と同じく

らいしか知ることができなかったであろう,と自慢して

言った彼の言葉を額面通りに受取ったことからなされた

非難にすぎないであろう｡けれども古典を除いて,彼は,

学問のための学問にほほとんど関心をもっていなかっ

た｡なぜならば,彼は,自分は新しい世界に属している

と考えていたし,スアレス(Suarez)やプラムホールと

いった人々の学問ほ,彼らの知力を活動することができ

ないように窒息させていると考えたからである｡彼の学

問は,論敵に対して鋭い弁証法的攻撃を行うために用い

られた｡それは,自由意志に関してルター(Luther)辛

カルヴァン(Calvin)に言及している際に見られるよう

に,先程その名を挙げた著作家達の一般的立場とは,は

とんど何の関係もないほど新しいものであったo

ジェイムズ･ウェルドン(JamesWheldon)は,デグォ

ンシヤー伯爵の召使であり,ホップズの遺言執行人で

あったが,彼ほオープT)一に哲学者の最後の病気につい

て詳しく説明している｡それによると,ホップズほ実質

的には病気のせいによってでほなく,むしろ生命の燃料

の不足のために, -六七九年-二月四日に亡くなったと

いうことである｡もっとも,それ以前にこか月にわたっ

て尿通困難があったし,亡くなる前の一週間は体の右半

身は中風に冒されて感覚がなく,そのために,話すこと

もできなかったということであるが｡ある非常に蓋然性

の高い逸話によると,かつて彼は,墓碑銘としては｢こ

こに真の哲学者の墓石がある｣とすべきだとの提案を喜

んだということである｡また,別の逸話によると,彼は,

九一年間この世から出ていく穴を見つけようとしてきた

が,到頭それを見つけた,と死の床で言ったということ

である｡サウスウェル(Soutbwell)は,アイルランドの

オルモンド(Ormonde)宛の手続の中で,ホップズはこ

の上なく立派なクリスチャンの行う形式を整えて死を迎



74 Bulletin of Nagoya Institute of Technology Vol. 38 (1986)

えたと書いている｡彼ほ, --ドゥィック公園に隣接し

たホールト･-ックナール(HaultHucknall)墓地に埋

葬された｡その墓石にほ,彼は正しい人であり,その学

問の故に本国のみならず外国においても令名が高かっ

た,と記されている｡
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